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市民病院のいま市民病院医事課（☎５６・３１７１）問

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

「
Ｄデ

ィ

ー

マ

ッ

ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
」

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
地
震
や
水
害
な
ど
の

大
規
模
な
災
害
や
、
多
く
の
傷
病
者
が

発
生
し
た
事
故
な
ど
の
現
場
で
、
的
確

に
活
動
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
受
け
た

医
療
チ
ー
ム
で
す
。
災
害
拠
点
病
院
に

は
必
ず
配
置
さ
れ
、
医
師
や
看
護
師
、

業
務
調
整
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
市
民

病
院
は
平
成
19
年
に
災
害
拠
点
病
院
の

指
定
を
受
け
、
平
成
25
年
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

が
発
足
。
現
在
２
人
の
医
師
と
４
人
の

看
護
師
、
３
人
の
業
務
調
整
員
の
９
人

で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
被
災
地
へ
の
派
遣

平
成
2８
年
の
熊
本
地
震
で
は
、
熊
本

県
南
阿
蘇
村
の
避
難
所
で
、
避
難
者
へ

の
医
療
支
援
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
隊

長
を
務
め
る
田
中
俊
郎
副
院
長
は
「
訓

練
は
し
て
い
た
が
実
際
の
派
遣
は
熊
本

が
初
め
て
で
、
と
て
も
苦
労
し
た
。
各

避
難
所
で
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
被
災

者
も
多
く
、
自
分
た
ち
医
療
に
携
わ
る

者
が
現
場
に
い
く
こ
と
で
安
心
し
て
も

ら
え
た
。
災
害
時
に
は
心
の
ケ
ア
も
必

要
だ
と
感
じ
た
」
と
被
災
地
で
の
経
験

を
語
り
ま
す
。
隊
長
と
し
て
隊
員
の
安

全
を
考
え
な
が
ら
も
、
で
き
る
だ
け
被

災
地
に
貢
献
し
た
い
と
、
必
死
に
活
動
。

熊
本
で
の
３
日
間
の
経
験
は
、
こ
の
地

域
で
大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
場
合
に

も
生
か
せ
る
と
手
応
え
を
感
じ
た
そ
う

で
す
。

地
域
の
災
害
医
療
を
守
る

こ
の
地
域
の
災
害
医
療
の
拠
点
と
な

る
市
民
病
院
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
災
害
時
に

病
院
の
機
能
を
素
早
く
的
確
に
発
揮
す

る
た
め
の
根
幹
で
す
。
必
要
な
情
報
の

集
約
や
、
全
国
か
ら
の
支
援
の
受
け
入

れ
に
対
応
し
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
で
活
躍

す
る
職
員
は
通
常
時
、
医
師
や
看
護
師

な
ど
と
し
て
市
民
病
院
で
働
い
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
災
害
の
訓
練
に
参
加

し
た
り
、
知
識
を
増
や
し
た
り
と
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
自
己
研
さ
ん

に
励
み
、
院
内
の
医
療
従
事
者
に
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
市
民

病
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

安
心
安
全
を
守
る
、
西
尾
の
災
害
医
療

の
要
で
す
。

ど
ん
な
と
き
も

地
域
医
療
を

守
り

抜
く

市民病院のＤＭＡＴの皆さん
前列左から／村田悟生さん（救急外来看護師）、川久保充裕さん（内分泌内科医師）、
吉田稔さん（診療放射線技師）、山口立樹さん（手術室看護師）　後列左から／永
谷順次さん（事務職員）、相沢努さん（救急外来看護師）、田中俊郎さん（循環器
内科医師）、磯貝玲夫さん（臨床工学技士）、三矢敏さん（放射線科看護師）


